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対象となる証明書
戸籍全部事項・個人事項証明（謄・抄本）
除籍謄・抄本、改製原戸籍謄・抄本
戸籍記載事項証明書
戸籍附票全部事項・個人事項証明（謄・抄本）
身分証明書
戸籍届出受理証明書
住民票の写し
住民票記載事項証明書
住民票コード通知票（再発行）
外国人登録原票記載事項証明書
印鑑登録証明書
不在住・不在籍証明書
住居（住所）表示の変更証明書
所得証明書
課税（非課税）証明書
納税証明書
固定資産評価証明書
固定資産公課証明書
固定資産証明書
住宅用家屋証明書

広報うえのはら　No.61  2

①4月から証明書発行の
交付時間を延長します

実 施 窓 口

市 民 課

税 務 課

上
野
原
市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
を

高
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
4
月
か
ら
本
庁
窓

口
で
の
各
種
行
政
証
明
の
交
付
時
間
を

次
の
と
お
り
延
長
し
ま
す
。

な
お
、
支
所
お
よ
び
出
張
所
で
は
取

り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
対
象
日

毎
週
水
曜
日（
た
だ
し
、
国
民
の
祝
日
や

年
末
・
年
始
に
当
た
る
日
、
そ
の
他
特
別

の
事
情
で
延
長
で
き
な
い
日
を
除
き
ま

す
。）

●
延
長
時
間

午
後
7

時
ま
で（
正
面
玄
関
か
ら
出
入
り4月から　

毎週水曜日午後7時まで
証明書を発行します

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

●
対
象
と
な
る
証
明
書

左
表
に
掲
げ
る
各
種
行
政
証
明
書
の
交
付

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
証
明
書
の
内
容

に
よ
っ
て
は
事
前
の
手
続
き
等
が
必
要
な

も
の
、
他
市
町
村
や
関
係
機
関
に
確
認
が

必
要
な
も
の
な
ど
、
当
日
に
交
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

証
明
書
の
交
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
短
時
間
で

お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

・
市
民
課
窓
口
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
2

）

・
税
務
課
課
税
・
収
納
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1

3
）

市民課から
お 知 ら せ
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必
要
な
書
類

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・
前
住
所
地
の
市
町
村
が
発
行

し
た
転
出
証
明
書

・
国
外
転
入
の
場
合
は
世
帯
全

員
の
パ
ス
ポ
ー
ト

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
加
入
者
の
み
）
等

3 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
み
な
さ
ん

か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

の
各
届
出
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状

況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査

の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
を
実
施
し
、
届
出
書
に
職
業
の
記
入

も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届
に

は
併
せ
て
産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま

す
。調

査
結
果
は
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々
に
は
、
お
手
数
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
調
査
期
間

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
3
月

31
日
ま
で
の
1
年
間

◆
調
査
対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届

出
を
さ
れ
る
方

◆
調
査
方
法

各
届
出
書
の
届
出
時
に
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
主
な
記
入
例

・
教
師
、
看
護
師
の
方

『
専
門
・
技
術
職
』

・
一
般
事
務
員
・
パ
ソ
コ

ン
操
作
員
の
方

『
事
務
職
』

・
小
売
店
主
、
販
売
店
員

の
方

『
販
売
職
』

・
美
容
師
、
調
理
師
、
飲

食
店
主
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
方

『
サ
ー
ビ

ス
職
』

※
な
お
、
死
亡
届
に
は
、

「
農
業
、
建
設
業
、
不

動
産
業
」
と
い
っ
た
産

業
も
併
せ
て
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
さ
れ
る
市
区
町
村
の
窓
口
に
「
出

生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を

さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示

表
）」
を
備
え
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

の
う
え
、
ご
記
入
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

③
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実
施
し
ま
す

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ

②
転
入
・
転
出
等
の
届
出
は
お
早
め
に

3
月
か
ら
4
月
は
入
学
・
就
職
・
転
勤
な

ど
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
季
節
で
す
。

転
入
・
転
出
等
の
手
続
き
は
こ
の
時
期
に

届
出
が
集
中
し
、
普
段
よ
り
も
手
続
き
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し

が
決
ま
っ
た
ら
、
で
き
る
も
の
か
ら
早
め
に

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
代
理
人
が
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
な
ど
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担
当（
蕁
62

︱

3
1
1
2
）

届
出
種
類

□
転
入
届

上
野
原
市
へ
引

っ
越
し
て
き
た

時
□
転
出
届

他
市
町
村
へ
引

っ
越
す
時

□
転
居
届

市
内
で
引
っ
越

し
た
時

届
出
期
間

上
野
原
市
に
引
っ
越

し
て
き
た
日
か
ら

14
日
以
内

引
っ
越
し
の
日
か
ら

前
後
14
日
以
内

引
っ
越
し
を
し
た
日

か
ら
14
日
以
内

取
扱
窓
口

・
市
民
課
窓
口

・
秋
山
支
所

・
各
出
張
所

《
住
所
変
更
の
際
に
必
要
な
も
の
》

※
転
出
届
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記入例（婚姻届）

0219-H22.3月月_月月月月月月月  10/02/25  17:47  Page 3



広報うえのはら　No.61  4

区　分

標 準 的 な

職 務 内 容

職 員 数

構 成 比

１級

主事補
主事

9人
6.3％

総合計

一 般 行 政

部 門

特 別 行 政

部 門

公営企業等

会 計 部 門

職員数

Ｈ21.4.1現在

4人
47人
19人
0人

11人
4人

11人
47人
25人

168人
24人
53人
77人
2人
3人
6人

15人
26人

271人

整理

0人

0人

0人

63人

63人

職　種

一般行政職

消 防 職

技能労務職

医 療 職

合　計

職　種

一 般 行 政 職

消 防 職

医 療 職

派 遣 解 除

合　計

採用者数

6人

4人

2人

5人

17人

普通

0人

0人

0人

1人

1人

議 会

総 務

税 務

労 働

農 林 水 産

商 工

土 木

民 生

衛 生

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

国保・介護

小 計

計

18人

2人

0人

64人

84人

派遣

4人

0人

0人

0人

4人

対前年

増減数

1人
△4人

0人
0人
1人
2人

△1人
0人
1人
0人

△2人
0人

△2人
△67人

0人
△1人
△2人

△70人
△72人

※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

■ 一般行政職の級別職員数の状況

２級

主任

12人
8.5％

3級

副主 査
主 査

4 7 人
3 3 . 1 ％

4級

副 主 幹

3 6 人
2 5 . 4 ％

5級

主 幹
課 長 補 佐

2 2 人
1 5 . 5 ％

6級

課 長
局 長

1 2 人
8 . 5 ％

計

1 4 2 人

■ 職員の採用状況
（平成20年4月1日〜平成21年3月31日）

※派遣解除（山梨県東部広域連合・東部地域広域水道
企業団）

■ 部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

■ 事由別退職者数の状況
（平成20年4月1日〜平成21年3月31日）

※（1）普通とは退職者の自己都合による退職のこ
とです。

（2）整理とは上野原市立病院の指定管理者導入
による退職のことです。

（3）派遣は山梨県東部広域連合・東部地域広域
水道企業団です。

上 野 原 市 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況

職員の任免および職員数に関する状況

平成21年4月1日現在における上野原市職員の給与等の状況を次のとおり公表します。
なお、総務省様式に基づく職員の給与・定員管理等の公表は、後日上野原市のホームページに掲載し
ます。

●問い合わせ 総務課人事秘書担当（蕁62ｰ3117）

7級

部 長

4 人
2 . 8 ％

職員数

Ｈ20.4.1現在

3人
51人
19人
0人

10人
2人

12人
47人
24人

168人
26人
53人
79人
69人
3人
7人

17人
96人

343人

定年

0人

0人

0人

0人

0人

勧奨

14人

2人

0人

0人

16人
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■ 平成20年度人件費の状況（普通会計決算）

5 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

全職種

2種
診療手当
出勤手   当
68人

43,500円

報
酬

区 分 月額

区　分

一般行政職

技能労務職

平均年齢

43.4歳

50.4歳

一般行政職

年齢

22歳

18歳

期 末 勤 勉
手 当

経験年数20年
362,000円
297,600円

317,800円

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

平均給料月額

329,200円

296,400円

住 民 基 本
台 帳 人 口

歳 出 額
（Ａ） 実 質 収 支

人 件 費
（Ｂ）

人 件 費 率
（Ｂ ／ Ａ ）

（21.3.31現在）人

27,224
千円

10,985,043
千円

357,441
千円

2,186,895
%

19.9

■ 平成21年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給 与 費  1人 あ た り 給
与（Ｂ/Ａ）

人

242

給　料
千円

948,643

職員手当
千円

125,175

期末勤勉手当
千円

373,821

計（Ｂ）
千円

1,447,639

千円

5,982
注（1）職員手当には、退職手当を含みません。

（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

■ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況

■ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

268,300円
245,300円

196,900円　

経験年数15年
311,100円
267,200円

大 学 卒
高 校 卒
大 学 卒
高 校 卒

※（1）経験年数とは､採用後の勤務年数に採用時の前歴換
算年数を加えた年数です｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､15年と
は15年以上20年未満､20年とは20年以上25年未満
の区分に基づいています｡

7 6 5 , 0 0 0 円
6 1 8 , 0 0 0 円
5 6 0 , 0 0 0 円
3 1 0 , 0 0 0 円
2 8 0 , 0 0 0 円
2 6 0 , 0 0 0 円

給
料

■ 特別職の報酬等の状況

期末手当

市 長

副 市 長

教 育 長

議 長

副 議 長

議 員 　 　

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等
特別職の給与等を含みます。

区　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

■ 職員の初任給の状況

支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

手当の名称

支給職員数（平成21年4月）
1人あたり平均支給月額

6月期 1.60月分
12月期 1.80月分

計 3.40月分
6月期 1.60月分

12月期 1.75月分
計 3.35月分

退 職 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

■ 主な職員手当の状況②
区 分 内 　 容

（ 2 0 年 度 支 給 割 合 ）
期 末 勤 勉

6 月 期 1 . 4 0 月分 0 . 7 5 月分
1 2 月 期 1 . 3 5 月分 0 . 7 5 月分

計 2 . 7 5 月分 1 . 5 0 月分
（ 支 給 率 ） 自 己 都 合 勧奨・定年
勤 続 2 0 年 2 3 . 5 0 月分 3 0 . 5 5 月分
勤 続 2 5 年 3 3 . 5 0 月分 4 1 . 3 4 月分
勤 続 3 5 年 4 7 . 5 0 月分 5 9 . 2 8 月分
最高限度額 5 9 . 2 8 月分 5 9 . 2 8 月分
１ 人 あ た り （自己都合） （勧奨・定年退職）
平 均 支 給 額 1 , 6 4 3 千 円 2 6 , 4 8 7 千 円
①配偶者　13,000円
②配偶者以外　1人につき6,500円

【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
【満16歳から満22歳の年度末までの特定期間】

1人につき5,000円を加算
①借家の場合（12,000円を超える家賃を払っている職員）

家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
②自宅の場合

世帯主である職員に2,500円支給（取得後5年間）
①交通機関利用の場合

運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者

通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離に応じて支給
※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職

種に係る職員に支給された平均額です。

区　　　分

職員の給与等の状況

■ 主な職員手当の状況①

0219-H22.3月月_月月月月月月月  10/02/23  2:40  Page 5



広報うえのはら　No.61  6

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
お
よ
び
、
納
付
書
の
発
送
時
期

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
納
付
書
送
付
時
期

納
付
書（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
）は
、
4

月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
ご
本
人
宛
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
21
年
度
に
申
請
免
除
を
受

け
ら
れ
て
い
た
方
の
納
付
書
送

付
時
期

・
全
額
免
除
の
方

平
成
22
年
6

月
ま
で
全
額
免
除
が
承
認
さ
れ

て
い
る
の
で
、
4

月
に
納
付
書

平
成
22
年
度
国
民
年
金
保
険
料

1
万
5
1
0
0
円（
月
額
）

1回の納付額（割引額）

15,100円

15,050円 （    50円）
89,860円 （   740円）
89,570円 （1,030円）

177,980円 （3,220円）
177,400円 （3,800円）

■  平成22年度  ■
毎月納付（納付書納付）
翌月末振替の口座振替
毎月振替【早割】
6か月前納（納付書納付）
6か月前納（口座振替）
1年前納（納付書納付）
1年前納（口座振替）

1年分の納付額（割引額）

181,200円

180,600円（   600円）
179,720円（1,480円）
179,140円（2,060円）
177,980円（3,220円）
177,400円（3,800円）

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用とな
ります。

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
7

月
以

降
に
7

月
分
〜
翌
3

月
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
一
部
免
除
の
方

平
成
22
年
6

月
ま
で
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ

て
い
る
の
で
、
4

月
に
4

月
分

〜
6

月
分
の
一
部
免
除
さ
れ
た

金
額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
、

7
月
以
降
に
7

月
分
〜
翌
3

月

分
の
定
額
の
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
6

か
月
前
納
・
1

年
前
納
な

ど
お
得
な
割
引
制
度（
下
表
参
照
）

が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
で
前
納
す
る
場
合
は
、

前
納
用
の
納
付
書
で
平
成
22
年
4

月
30
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
に
す
れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
口
座

か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度
手
続
き

す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等

に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘

れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
も
、

納
付
書
で
納
付
す
る
よ
り
も
口
座

振
替
で
納
付
し
た
方
が
割
引
額
が

多
く
大
変
お
得
で
す
。

◆
口
座
振
替
の
早
割
制
度

保
険
料
は
、
通
常
翌
月
末
に
口

座
振
替
さ
れ
ま
す
が（
4
月
分

は
5

月
末
に
振
替
）、
保
険
料

を
納
期
限
よ
り
1

か
月
早
く
、

当
月
末
の
口
座
振
替（
早
割
）に

す
る
と
、
月
々
50
円
割
引
に
な

り
、
年
間
で
600
円
お
得
で
す
。

◆
申
込
方
法

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
用
意
し

て
あ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必
要

掛
け
て
安
心
・
も
ら
っ
て
納
得
　
国
民
年
金
制
度

◎
保
険
料
の
割
引
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
等

の
届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
出
書
は

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
担
当

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
4

月
か
ら
口
座
振
替
で
の
1

年

前
納
・
6
月
前
納
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
3

月
末
ま
で
に
年
金

事
務
所
で
の
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が

可
能
で
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被

保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申

込
み
を
い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ

れ
、
直
接
納
付
す
る
方
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で

は
、
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振

替【
早
割
】は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
6
か
月
前
納
、
1
年
前
納
の
割

引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所（
蕁
22
︱

3
8
1
1

）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
2
）

国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）
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7 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

第
5
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
結
果

1
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
5
回
上
野
原
市
駅

伝
競
走
大
会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
の
部
》

①
和
輝
走
友
会
　
1
時
間
6
分
46
秒

②
東
京
農
業
大
学
　
1
時
間
9
分
8
秒

③
日
川
高
校
Ａ
　
1
時
間
15
分
57
秒

《
市
内
体
協
の
部
》

①
大
鶴
体
育
会
　
1
時
間
28
分
29
秒

②
飯
尾
走
友
会
　
1
時
間
30
分
30
秒

③
上
野
原
市
東
部
体
育
会
　
1
時
間
31
分
51
秒

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ａ
　
1
時
間
19
分
35
秒

②
富
士
航
空
電
子
陸
上
部
　
1
時
間
24
分
3
秒

③
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｂ
　
1
時
間
25
分
20
秒

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
巌
体
育
会
　
1
時
間
27
分
52
秒

②
甲
東
体
育
会
　
1
時
間
31
分
14
秒

③
上
野
原
市
東
部
体
育
会
　
1
時
間
37
分
7
秒

《
中
学
男
子
の
部
》

①
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
17
分
49
秒

②
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
19
分
28
秒

③
東
桂
中
学
校
　
1
時
間
20
分
5
秒

▲午前10時30分、国道20号線牛倉神社前を一斉にスタートする選手たち（一般・その他の部）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
32
分
35
秒

②
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
34
分
19
秒

③
上
野
原
西
中
学
校
Ｂ
　
1
時
間
37
分
25
秒

《
小
学
男
子
の
部
》

①
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ａ
　
17
分
33
秒

②
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
4
年
Ｂ
　
17
分
59
秒

③
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ｂ
　
18
分
7
秒

《
小
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
　
20
分
4
秒

②
甲
東
体
育
会
Ａ
　
20
分
10
秒

③
甲
東
体
育
会
Ｂ
　
22
分
8
秒

②①

④③

①2区から3区へタスキの中継　　②一般の部優勝の和輝走友会
③一歩でも前へ、懸命に競い合う選手たち
④歓喜の優勝テープを切るＹ.ＳフェニックスＡ（小学男子の部）

▲選手宣誓をする
関戸竜介さん（秋山中）
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昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
で
出
さ
れ
た
要
望
の
経

過
を
ご
報
告
し
ま
す
。

▼
牛
倉
神
社
境
内
に
あ
る
遊
具
や

ベ
ン
チ
の
塗
装
に
つ
い
て

牛
倉
神
社
の
境
内
に
あ
る
遊
具

や
ベ
ン
チ
の
塗
装
に
つ
い
て
、
こ

の
た
び
、
新
二
地
区
が
上
野
原
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
補
助

金（
子
供
遊
園
地
補
修
事
業
）を
元

に
、
1

月
中
旬
に
塗
装
を
行
い
ま

し
た
。

塗
装
に
あ
た
り
、
新
二
地
区
区

長
を
は
じ
め
、
上
野
原
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
関
係
者
の
み
な
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
は
、
市
長

が
地
域
の
身
近
な
課
題
や
市
民
の

み
な
さ
ん
の
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
く
の
ご

意
見
・
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

3
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
29
日（
月
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5

人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
︱

3
1

1
8

・
蕭
62
︱

5
3
3
3

）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

3
月
1
日
〜
7
日

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
本
部
で
は
、

「
消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の

元
　
に
ら
め
っ
子
」
を
統
一
標
語

に
3

月
1

日（
月
）か
ら
7

日（
日
）

ま
で
春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

る
こ
の
季
節
に
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
を
す
る
こ
と
で
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

◆
重
点
目
標

次
の
5

つ
の
目
標
を
掲
げ
、
消

防
本
部
・
署
、
消
防
団
、
上
野
原

市
危
険
物
安
全
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

《
消
防
本
部
・
署
》

訓
練
や
立
入
検
査
、
市
内
各
所

に
横
断
幕
の
掲
出
、
ま
た
、
住

宅
防
火
診
断
を
各
関
係
機
関
と

合
同
で
実
施

《
消
防
団
》

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
や
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
の
実
施

《
上
野
原
市
危
険
物
安
全
協
会
》

代
表
が
参
加
し
て
市
内
の
巡
回

広
報
を
実
施

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
〜

《
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

《
対
策
》

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
︱

4

1
1
1
）

◎
消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元
　
に
ら
め
っ
子

全国消防イメージ
キャラクター「消太」

▲塗装が完了した牛倉神社境内の遊具やベンチ
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

9 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

月曜日

両角・外間

進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

鶴野

地場

小林

※2

※3

櫻林

選択的夫婦別姓制度の導入

平成8年（1996年）法制審議会が夫婦別姓も可能にする
民法改正案の答申を出しました。法制審議会の答申は権
威あるもので、答申が出たもののほとんどが法律として
成立しています。しかし、この選択的夫婦別姓制度の民
法改正は行われていません。

夫婦が同姓であるのは常識のように感じますが、夫婦
同姓を強制しているのは日本だけです。以前はトルコと
タイが同姓にしなければ結婚できませんでしたが、現在
では別姓でも良いように法改正されました。

社会的に通用していた姓が変わることにより、仕事な
どで不都合が起きることが多々あります。多くの場合、
女性が姓を変えるという現実に即せば、女性に犠牲を強
いているという事を意味しています。

もちろん、結婚すれば同姓にしたいと思う人もたくさ
んいると思います。しかし、今までどおりの姓を使いた
いと思う人もいます。姓を変えたくない人は、婚姻届を
出さないで事実婚の状態を続ける、届は姓を変更して、
通称で旧姓を使用するなど不正常な形態をとらざるを得

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.43

ません。多様な生き方を認めること、それぞれのアイデ
ンティティを守っていくことは、男女に関係なく大切な
ことです。

育児・介護などについては、法的に支援する制度がで
きつつありますが、子育てが夫婦と社会の共同責任であ
ることが社会全体に認められるには、時間がかかるでし
ょう。それに反して、選択的夫婦別姓制度は、法律が出
来ればすぐに平等になると言うことでは、大変即効性の
ある法律改正です。弱い立場の人が生きやすくなること
は、ひいては全ての人が生きやすくなる社会になるとい
うことです。

民主党政権に変わって、千葉法務大臣は、「ぜひ民法
改正の実現をしたい」と選択的夫婦別姓制度について積
極的な発言をしています。平成13年（2001年）には、世論
調査でも別姓を認めるという人が反対の人より多くなり
ました。鳩山首相は慎重にと発言しているようですが、
民法改正が現実化してきました。

日本も批准した女子差別撤廃条約では、「夫及び妻の
同一の個人的権利（姓及び職業を選択する権利）」を定め
ています。選択的夫婦別姓制度が実現すれば、日本も男
女共同参画社会に大きな一歩を踏み出すことができま
す。

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62−3117）

金曜日

両角・毛利

村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂

細川

細川

川村

井山・須田

前之園

水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　3月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

火曜日

櫻林・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

前田

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

間渕

森山

長尾

前田

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

喜瀬

戸田（予約第1週）

※1

高橋

平良（予約）

高橋

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1　脳神経外科の木曜日は、非常勤脳外科医が交替で診療を行います。
※2　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※3　秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※表は2月22日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

広報うえのはら　No.61  10

う
つ
病
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で
！

近
年
、
鬱
病（
う
つ
病
）は
高
血

圧
症
や
糖
尿
病
の
よ
う
に
「
あ
り

ふ
れ
た
病
気
」
の
1

つ
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
一
生
涯
に
約

15
人
に
1

人
は
う
つ
病
を
経
験
し

て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
人
の
多
く
は
、
身

体
症
状
を
伴
う
た
め
、
う
つ
病
で

あ
る
と
気
づ
か
ず
、
治
療
を
受
け

ず
に
い
る
の
が
現
状
で
す
。

■
う
つ
病
の
き
っ
か
け
は
？

う
つ
病
は
き
っ
か
け
が
な
く
と

も
発
症
し
ま
す
が
、
一
般
的
に
生

活
環
境
の
変
化
が
原
因
と
な
る
事

が
あ
り
ま
す
。

①
結
婚
、
出
産
、
昇
進
と
い
っ
た

お
め
で
た
い
出
来
事

②
身
内
の
死
な
ど
の
悲
し
い
出
来

事
③
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
を
も
た
ら

す
退
職
、
職
場
の
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
生
活
環
境
の

変
化
　
等

■
う
つ
病
の
サ
イ
ン

う
つ
病
は
自
覚
し
に
く
く
、
ま

わ
り
で
見
て
い
て
も
判
り
に
く
い

病
気
で
す
。
症
状
と
し
て
は
身
体

症
状
と
心
の
症
状
が
あ
り
、
ど
ち

ら
の
症
状
が
出
る
か
は
、
個
々
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。

《
代
表
的
な
身
体
症
状
》

体
の
だ
る
さ
・
不
眠
・
食
欲
不

振
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
身
体
症

状
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
う
つ

病
が
見
え
に
く
く
な
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
は
自
覚
し
に
く
い
病
気

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
感
じ
な

か
っ
た
心
の
変
化（
サ
イ
ン
）に
本

人
が
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

①
悲
し
い
、
憂
う
つ
な
気
分
や
沈

ん
だ
気
分
に
な
る

②
今
ま
で
楽
し
め
た
こ
と
に
興
味

が
わ
か
な
い
、
楽
し
く
な
い

③
失
敗
や
悲
し
み
、
失
望
か
ら
立

ち
直
れ
な
い

④
意
欲
、
集
中
力
が
低
下
し
、
そ

れ
を
自
覚
す
る

こ
の
よ
う
な
状
態
が
数
週
間
か

ら
1

か
月
間
続
く
時
に
は
、
う
つ

病
を
疑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
家
族
や
周
囲
が
感
じ
る

本
人
の
変
化（
サ
イ
ン
）》

①
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
る

②
仕
事
や
家
事
の
能
率
の
低
下
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
、
保
健
師
等
の
専
門
職
が
チ

ー
ム
と
な
っ
て
、
地
域
で
暮
ら
す

高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握

し
、
介
護
予
防
を
推
進

・
高
齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相

談
受
付
、
支
援

・
高
齢
者
の
虐
待
予
防
と
権
利
擁

護
の
た
め
の
活
動

・
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
支
援

《
要
支
援
1
・
要
支
援
2
と

認
定
さ
れ
た
方
へ
》

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
1

・
要

支
援
2

と
認
定
さ
れ
た
方
で
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

は
「
上
野
原
市
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
直
通
蕁
62
│

3
1
2
8

）」
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訪
問
事
業

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

の
お
宅
に
、
市
が
養
成
し
た
「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

相
談
や
話
し
相
手
、
安
否
確
認
等

を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
方
法

・
市
役
所
ま
た
は
秋
山
支
所
・
各

出
張
所
に
印
鑑
を
持
参
し
、

「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
追
っ
て
担
当
者
等
の
名
前
、
初

回
訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
無
料
で

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

ミ
ス
が
増
え
る

③
遅
刻
や
早
退
、
欠
勤（
欠
席
）

が
目
立
つ
　
等

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
と
き
に

は
、
ま
ず
は
本
人
が
く
つ
ろ
げ
る

環
境
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
時
に
は
自
殺
を
考
え

る
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
そ

っ
と
寄
り
添
い
見
守
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
診
察
を
受
け
る
決
心

が
付
か
な
い
で
い
る
時
に
は
家
族

の
力
も
必
要
で
す
。

「
家
族
や
周
囲
の
人
の
気
づ
き
」

と
「
適
切
な
対
応
」
が
と
て
も
重

要
で
す
。

■
う
つ
病
の
治
療
は
？

う
つ
病
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
精
神
科

か
心
療
内
科
の
専
門
医
の
診
察
を

受
け
、
正
し
い
診
断
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
治
療
は
休
養
と
薬
物
療
法

（
抗
う
つ
薬
）と
精
神
療
法（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
）が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
必
要
な
治
療
を

き
ち
ん
と
続
け
る
こ
と
で
す
。
う

つ
病
は
慢
性
化
し
や
す
く
、
ま
た

再
発
し
や
す
い
病
気
で
も
あ
り
ま

す
の
で
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
治

療
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5

）
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3月19日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（3/1〜4/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日 午前9：00〜11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★すこやか健康相談

※血糖値が高く糖尿病が気になり健康相談を希望
される方は、電話等で前日までにご連絡くださ
い。当日は空腹時の血糖を測定するため、朝食
は食べないようにしてください。（湯茶は可）

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に

お問い合わせください。（山梨県内のみ。）
◎申 込 み 受診希望日前に長寿健康課保健担当

へお申込みください。
※3月31日までに受診する方のみ
※市の集団検診との重複受診はできません。

午前9：45〜10：00
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 3月15日（月）予約制です。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳〜就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健  診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申込み
ください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

※上野原市立病院で、人間ドックを再開する予定
です。詳細は4月号の広報でお知らせします。

★女性特有のがん検診推進事業のお知らせ
無料クーポン券の利用期限は3月31日までです。

乳がん検診・子宮頸部がん検診の無料クーポン券
をお持ちで、受診を希望される方は早めに受診予
定の医療機関に予約し受診してください。

★新型インフルエンザワクチン接種費用助成
新型インフルエンザワクチン接種費用助成対象

者が拡充されます。
《これまでの対象者》優先接種対象者で生活保護
受給者・市民税非課税世帯の方
《これからの対象者》19歳から64歳までの方も含
む全ての生活保護受給者・市民税非課税世帯の方

助成には申請が必要となりますので、保健担当
までお問い合わせください。

★平成22年度各種検診のご案内
市で行う集団健診について、4月以降の日程・申

込書を、広報4月号とともに配布します。申込期間
が4月1日〜9日と短くなりますので、お忘れのない
ようご注意ください。

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前10：30〜11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

11 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

33 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3〜4か月児
9〜10か月児
1歳6か月児
3 歳 児

実施日
3月26日（金）
4月  7日（水）
3月  4日（木）
3月10日（水）

該当児
平成21年11月〜12月15日生
平成21年5月16日〜6月生
平成20年7月16日〜8月生
平成18年10月〜11月15日生

申込み・問い合わせ
055− 263− 7071

0120− 28− 5592

042− 644− 3721

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理

センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし
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※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
3
日（
水
）、
10
日

（
水
）、
17
日（
水
）、
24
日（
水
）、

4
月
7
日（
水
）午
前
9
時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
5

）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
27
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0

時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

3
月
22
日（
祝
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
4
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

4
月
24
日（
土
）、
5

月
29
日

（
土
）、
6

月
26
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1

）

上
野
原
自
然
探
検
隊

隊
員
を
募
集
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
22
年
度
上
野
原
自
然
探

検
隊
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

新
小
学
3

年
生
〜
新

小
学
6

年
生（
約
20
名
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

富
士
・

東
部
教
育
事
務
所
小
俣
和
弥
先

生
●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
し
ま
す
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る

●
活
動
場
所
お
よ
び
期
間

上
野

原
市
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

ホ
ー
ム
部
会
」
が
発
足
し
、
部
会

長
に
上
野
原
福
祉
作
業
所
の
施
設

長
山
本
美
喜
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

◎
目
的

障
害
が
あ
っ
て
も
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
場

を
整
え
よ
う
と
、
場
所
探
し
な

ど
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る

上
で
必
要
な
こ
と
を
話
し
あ
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
富
士
・

東
部
圏
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
渡

辺
典
子
さ
ん
や
東
部
地
域
療
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
森
島
美

香
さ
ん
に
助
言
、
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
協
力
し
合
お
う
と

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
を
お
持
ち
の
ご
本
人
、
ご
家
族

の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交
換
、

福
祉
の
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
ま
す
。
放
課
後
や
休
日
の

過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望

も
出
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時

3
月
17
日（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1

階

会
議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

ど
り
ー
む
宝
・

森
島
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
蕁

23
︱

0
4
6
0
）

平
成
22
年
4
月
か
ら
平
成
23
年

3
月
ま
で
の
1

年
間
を
と
お
し

て
活
動
し
ま
す
。（
主
に
月
1
回

土
曜
日
実
施
予
定
。）

●
参
加
条
件

①
1

年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ

と
④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る

こ
と

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
主
に
も
み
じ
ホ
ー
ル
）

ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
参
加
費

年
間
1

万
2

千
円

●
申
込
期
限

3
月
26
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9

）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3

水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
会
発
足
》

こ
の
会
議
の
中
に
「
グ
ル
ー
プ

広報うえのはら　No.61  12

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
3
月
の
申
請
書
提
出
期
限

3
月
10
日（
水
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
︱

3
1

1
9

）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ

っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

し
ま
す
。

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ

い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
検
察
審
査

会
事
務
局（
蕁
0
5
5

│

2
1
3

│

2
5
4
8

）

在
職
者
訓
練
生
の
募
集

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
造
園（
松
の
芽
摘
み
と

庭
木
の
手
入
れ
）》

松
の
芽
摘
み
作
業
を
中
心
に
し

た
植
木
の
手
入
れ
お
よ
び
管
理
方

法
を
習
得
し
ま
す
。

○
日
時

5
月
20
日（
木
）、
21
日

（
金
）午
前
9

時
〜
午
後
4

時

○
定
員

20
名

○
受
講
料

2
1
0
0

円

○
対
象
者

樹
木
の
管
理
業
務
に

従
事
す
る
方
等

○
受
付
開
始
日

3
月
23
日
（
火
）

《
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
》

リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス（
有
接
点
）

の
各
種
回
路
の
配
線
と
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
の
設
計
に
つ
い
て
学
び
ま

市
立
保
育
所
保
育
士
登
録
者

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
市
立
保
育
所
保
育
士
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
市

立
保
育
所
の
保
育
士
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
等
必
要
に
応
じ
て
、
該

当
す
る
保
育
所
の
保
育
士（
臨
時

職
員
・
非
常
勤
職
員
）と
し
て
採

用
し
ま
す
。

詳
し
く
は
福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
資
格

保
育
士
資
格
登
録
者

●
申
込
方
法

履
歴
書
、
保
育
士

証（
保
母
資
格
証
明
書
は
不
可
）

を
持
参
し
て
、
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
受
付
開
始

3
月
1

日（
月
）〜

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5

）

観
光
客
を
温
か
い
お
も
て
な

し
の
心
で
迎
え
ま
し
ょ
う

《
花
と
名
水
　
美
し
色
の
山
梨
》

上
野
原
市
で
は
山
梨
県
お
よ
び

民
間
団
体
と
連
携
し
て
、
JR
東
日

本
の
協
力
も
得
る
中
で
、
4

月
か

ら
6
月
ま
で
「
花
と
名
水
　
美
し

色
の
山
梨
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

す
。

○
日
程

5
月
24
日（
月
）、
25
日

（
火
）、
31
日（
月
）、
6
月
1
日

（
火
）、
3

日（
木
）、
4

日（
金
）

の
6

日
間

○
時
間

午
後
6

時
〜
9

時

○
定
員

10
名

○
受
講
料

2
1
0
0

円（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

○
対
象
者

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

知
識
を
習
得
し
た
い
方

○
受
付
開
始
日

3
月
24
日（
水
）

《
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
》

基
本
ソ
フ
ト（
Ｏ
Ｓ
）の
概
要
と

操
作
方
法
を
習
得
し
ま
す
。（
ソ
フ

ト
・W

indow
s7

）

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
県
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
の
来
県
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
温
か
い
お
も

て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

例
え
ば
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん

と
す
れ
違
う
際
に
「
あ
い
さ
つ
を

す
る
」、「
道
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
面

倒
が
ら
ず
に
教
え
て
あ
げ
る
」
な

ど
、
こ
れ
だ
け
で
も
受
け
る
印
象

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機

に
、
観
光
客
の
方
々
が
ま
た
訪
れ

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
9

）

ご
存
じ
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故

や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

障 害 者 出 張 相 談

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

11日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
28日
午前 9：00 ～ 　　正　午

午後 1：30 ～  4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 

午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

15日

3月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・25日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

市役所会議室B

（祝日除く）

（祝日除く）

18日（要予約　　62ー3115）

（祝日を除く）

○
日
程

5
月
27
日（
木
）、
28
日

（
金
）、
31
日（
月
）、
6

月
1

日

（
火
）、
3
日（
木
）、
4
日（
金
）

の
6

日
間

○
時
間

午
後
6

時
〜
9

時

○
定
員

20
名

○
受
講
料

2
1
0
0

円

○
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
と
操
作
方
法
を
習
得
し
た
い

方
○
受
付
開
始
日

3
月
29
日
（
月
）

●
申
込
方
法

規
定
用
紙
に
記
入

し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話

の
み
で
の
申
込
み
は
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
│

8
9
1
1

）
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引
っ
越
し
の
準
備
は

お
早
め
に

引
っ
越
し
は
、
毎
年
3
月
中
旬

か
ら
4
月
初
旬
が
ピ
ー
ク
期
間
で

す
。
引
っ
越
し
の
準
備
を
早
め
に

行
い
、
入
念
に
準
備
す
る
こ
と
で
、

移
転
先
で
の
新
生
活
を
快
適
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
引
っ
越
し
の
ポ
イ
ン
ト
》

◆
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も

「
見
積
り
」
は
重
要
で
す

見
積
り
は
無
料
で
す
が
、
運
送

事
業
者
が
下
見
を
し
た
場
合

は
、
利
用
者
と
の
合
意
の
う
え

で
料
金
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
だ
け
で
は
正
確
な
見
積
り
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
貴
重
品
類
は
利
用
者
が
携
帯
し

ま
し
ょ
う

現
金
、
宝
石
貴
金
属
、
預
金
通

帳
な
ど
の
貴
重
品
類
は
、
利
用

者
が
携
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
自
分
で
運
ぶ

こ
と
が
困
難
な
場
合
や
、
引
越

運
送
約
款
上
、
依
頼
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
見
積

り
時
に
運
送
事
業
者
と
相
談
し

て
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

◆
し
っ
か
り
と
し
た
梱
包
を

荷
物
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
も

し
っ
か
り
と
し
た
梱
包
を
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
壊
れ
や
す
い
パ

ソ
コ
ン
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
等

の
電
子
機
器
の
取
り
扱
い
は
、

運
送
事
業
者
と
し
っ
か
り
打
ち

合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
す
る
場

合エ
ア
コ
ン
等
の
取
り
外
し
、
不

用
品
の
処
分
な
ど
付
帯
サ
ー
ビ

ス
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
料
金
等
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く

家
電
製
品
の
処
分

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥

機
の
家
電
製
品
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
て
処
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引

越
事
業
者
で
は
な
く
、
専
門
の

業
者
に
処
分
依
頼
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
見
積
り
以
降
に
荷
物
が
増
え
た

場
合

運
送
事
業
者
の
作
業
時
間
遅
延

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
変
更

が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

事
業
者
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆
引
っ
越
し
終
了
後
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う

引
っ
越
し
終
了
後
は
、「
必

ず
・
速
や
か
に
・
詳
し
く
」
荷

物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。
運
送
事
業
者
の
責
任
は
、

荷
物
を
引
き
渡
し
た
日
か
ら
3

か
月
以
内
で
す
。

●
相
談
窓
口

・（
社
）山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
輸

送
相
談
本
部（
蕁
0
5
5

︱

2
6

2
︱

5
5
6
1

）

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5

5
︱

2
3
5

︱

8
4
5
5

）

・
関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局

（
蕁
0
5
5

︱

2
6
1

︱

0
8
8

0
）

献
血
の
ご
案
内

〜
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
〜

市
で
は
、
山
梨
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
救
う
の
は

あ
な
た
の
血
液
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
5

日（
金
）午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
3

時

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
●
持
ち
物

本
人
確
認
の
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
被
保
険
者
証
等
）、
献
血
カ

ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳（
献
血

経
験
の
あ
る
方
）

※
献
血
カ
ー
ド
は
、
初
め
て
献
血

す
る
方
は
当
日
発
行
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
︱

4
1
3
4

）

秋
山
地
区
富
岡
で
、
地
区
の
み

な
さ
ん
の
手
で
行
っ
て
い
る
活
性

化
対
策
事
業
「
五
光
の
里
づ
く
り
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

富
岡
区
の
こ
の
事
業
は
、
上
野

原
市
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
説
明
会
を
き
っ
か
け
に
、
富

岡
区
水
田
組
合
が
中
心
と
な
り
平

成
21
年
3

月
、「
五
光
の
里
づ
く

り
」
の
構
想
を
作
成
、
富
岡
区
水

田
組
合
臨
時
総
会
・
富
岡
区
総
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
は
主
に
5

つ
の
柱（
五
光
）

を
中
心
に
構
想
さ
れ
、
既
に
一
部

の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
美
し
い
地
域
　

○
楽
し
い
地
域

○
住
み
や
す
い
地
域
　

○
お
い
し
い
地
域
　

○
健
康
な
地
域

秋
山
地
区
富
岡
の
「
五
光
の
里
づ
く
り
」

《
平
成
21
年
度
に
行
っ
た
事
業
》

▼
ア
ジ
サ
イ
・
芝
桜
散
歩
路

美
し
い
地
域
・
健
康
な
地
域
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
富
岡
区

の
水
田
地
帯
を
走
る
農
道
約
300

ｍ
に
、
ア
ジ
サ
イ
と
芝
桜
を
植

栽
し
ま
し
た
。

▼
屋
号
標
・
サ
イ
ン
づ
く
り

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
富
岡
区
各
戸
の
屋

号
標
と
、
富
岡
区
の
目
印
と
な

る
よ
う
な
丸
太
の
サ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

富
岡
区
で
は
今
後
、
水
田
の
土

作
り（
美
味
し
い
米
作
り
）や
、
景

観
づ
く
り
を
図
り
、
ま
た
伝
統
文

化
の
継
承
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
世
代
間
の
交
流
を
深

め
て
い
く
よ
う
な
事
業
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

▲完成したサイン（写真上部）と
屋号標（写真下部）

▲芝桜の植栽。地区の方が1つ
1つ丁寧に植えました。
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ま
す
。）

●
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
企
画
課
政

策
推
進
担
当（
〒
4
0
9
│

0
1

9
2

上
野
原
3
8
3
2

）ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
│

3
1

1
8

）

JR
上
野
原
駅
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
つ
い
て

市
で
は
、
現
在
策
定
し
て
い
る

「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基
本
構
想
」

に
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内
在
住

の
18
歳
以
上
の
方
1
8
0
0

人
、

駅
利
用
者
2
0
0

人
を
無
作
為
に

抽
出
す
る
方
法
に
よ
り
JR
上
野
原

駅
周
辺
地
区
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

7
8
0

人
の
方
か
ら
ご
回
答
を

い
た
だ
き
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
他
、
経
済
課
・
秋
山
支
所
お
よ

び
各
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
企
業
立

地
・
駅
周
辺
整
備
担
当（
蕁
62
︱

3
1
1
9

）

日
本
語
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
第

1
・
3

水
曜
日
の
午
前
中
、
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域
で
日

本
語
が
話
せ
ず
困
っ
て
い
る
外
国

人
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
参
加
す

る
よ
う
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3

階

会
議
室
5

・
6

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9

）

広
報
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

広
報
紙
づ
く
り
等
の
相
談
役
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
身
近
な
地
域
情

報
を
広
報
紙
等
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
平
成
22
・
23
年
度
の
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

20
人（
上
野
原
地

区
・
秋
山
地
区
3

人
、
他
の
地

区
各
2

人
）

●
募
集
期
間

3
月
8

日（
月
）

〜
19
日（
金
）

●
応
募
資
格

20
歳
以
上
の
市
内

在
住
者（
た
だ
し
、
国
・
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
、
常
勤

の
国
家
・
地
方
公
務
員
を
除
き

15 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

※同一団体で１口しか加入できません。 中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入換え、加入区分の変更はできません。 
※掛金には（財）スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、１人２０円が含まれています。 
※危険度の高いスポーツ活動はD区分以外では補償されません。 

●資料請求は、インターネットより受付けております。 
〈共同 引受 保険会社 （平成２２年４月予定） 〉 ※予告なく変更となる場合があります。 

〈 引受幹事保険 会 社〉 

平成21年12月作成  1310-09-247 

東京海上日動火災保険株式会社  （担当課 ） 公務第2部公務第１課 
TEL 03-3515-4133 （ 平日9：00～17：00） 

団体 活動中の事故 ／ 往復中の事故 対象となる事故 
平成22年4月1日午前0時より 平成23年 3月31日午後12時ま で（申込受付は平成22年3月から）保　険　期　間 

5 名以上の団体で 
ご加入ください （団体活動を行う5名以上の方々で、加入区分をそれぞれお選び頂いてご加入ください。） 

インターネットからの加入受付を行っております。詳しくは、ホームページをご覧ください。 

この広告はスポーツ安全保険（スポーツ安全協会傷害保険特約付帯普通傷害保険、スポーツ安全協会賠償責任保険特約付帯施設賠償責任保険等）の概要についてご紹介したものです。保険の内容は「スポーツ安 
全保険のあらまし」及び「重要事項説明書」をご確認ください。詳細は保険約款および特約書によりますが、ご不明の点がございましたら（財 ） スポーツ 安全協会または東京海上日動火災保険㈱までお問い合わせください。 

加入対象者 補償対象となる団体活動 加入 
区分 

年間掛金 
（一人当たり） 

傷害保険金額 賠償責任保険 
支払限度額 
（免責金額なし） 

共済見舞金 
死　亡 後遺障害 

（最　高） 
入　院 
（日　額） 

通　院 
（日　額） 

子ども 

中学生以下 
（特別支援学校 
高等部の 
生徒を含む。） 

スポーツ・文化・ボランティア・ 
地域活動 A 1 600 円 2,000 万 円 3,000 万 円 4,000 円 1,500 円 

身体・財物賠償 
合算  1 事故  5 億円 
ただし、身体賠償は  1 人  1 億円 

突然死 

（ 急性心不全 脳内出血など ） 
180 万円 上記団体活動に加え、個人活動も対象  

上段：団体活動中及びその往復中の補償額 
下段：上記以外（個人活動など）の補償額 

AW 1,150 円 

2,100 万 円 3,150 万 円 5,000 円 2,000 円 身体・財物賠償 
合算  1 事故  5 億 500 万円 
ただし、身体賠償は  1 人  1 億 500 万円 

100 万 円 150 万 円 1,000 円 500 円 身体・財物賠償 
合算  1 事故  500 万円 

対象と 
なりません 

大 
　 
人 

高校生 
以上 

65歳以上 
の方も加入 
できます。 

文化・ボランティア・地域活動 
団体員の送迎、応援、準備、片付け A 2 600 円 2,000 万 円 3,000 万 円 4,000 円 1,500 円 

身体・財物賠償 
合算　 1 事故  5 億円 
ただし、身体賠償は 1 人  1 億円 

突然死 

（ 急性心不全 脳内出血など ） 
180 万円 

スポーツ活動 
スポーツ活動の指導 C 1,600 円 2,000 万 円 3,000 万 円 4,000 円 1,500 円 
子ども のスポーツ活動の指導 
※C区分でも加入可 AC 1,100 円 1,000 万 円 1,500 万 円 2,500 円 1,000 円 

65 歳 
以上 

スポーツ活動 
※C区分でも加入可 
※スポーツ活動を行わない方はA2区分 

B 800 円 600 万 円 900 万 円 1,800 円 1,000 円 

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 9,000 円 500 万 円 750 万 円 1,800 円 1,000 円 

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒は対象となりません。 

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒の場合、保険金額はA1区分と同様 

スポ ーツ 安全協会 検 索 

山梨県支部 
（山梨県体育協会内） 

〒 400-0836 甲府市小瀬町840  TEL055-243-392 0  電話受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝日を除く。）

スポーツ安全保険に加入しましょう
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午
後
5

時
ま
で

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
来
校
さ
れ
る
の
が
難
し
い
方
は

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

相
談
会
開
催
中
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
担
当

手
塚（
蕁
0
5
5
3

︱

22
︱

1
3

7
8
蕭
0
5
5
3

︱

22
︱

6
4
1

9
）

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る

お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
日
時

3
月
13
日（
土
）、
14
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3

時

●
場
所

山
梨
県
立
盲
学
校（
甲

府
市
下
飯
田
2

︱

10
︱

2
）

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話

広報うえのはら　No.61  16

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春
休
み

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専

門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
日
時

3
月
19
日（
金
）、
20
日

（
土
）午
前
9

時
〜
午
後
5

時

●
場
所

県
立
ろ
う
学
校
乳
幼
児

指
導
室（
山
梨
市
大
野
1
0
0

9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
の
相
談

②
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か

わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児

相
談
）

③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
相
談

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
完
全
個
別
予
約
制

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

3
月
15
日（
月
）

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
は
、
平
日
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
5

時
ま
で
）

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
佐
田（
蕁

0
5
5
︱

2
2
6
︱

3
3
6
1

）

総
務
省
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
で

は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
の
方
の
意
見
・
要
望
等
を
電
気

通
信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

平
成
22
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

電
話
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上

●
活
動
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
年
2
回
・
全
員
）、
会
議
出
席

（
年
1

回
・
別
途
）、
謝
礼
有

●
委
嘱
期
間

6
月
1
日
か
ら
10

か
月
間

●
申
込
期
限

4
月
2
日（
金
）ま

で
●
申
込
方
法

は
が
き
、
封
書
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
の
表
題
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」

と
記
入
の
う
え
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
年
齢
、
職

業
、
応
募
の
動
機
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス（
任
意
）を
記
入
し
て
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務

省
関
東
総
合
通
信
局
情
報
通
信

部
電
気
通
信
事
業
課（
〒
1
0

2
︱

8
7
9
5

千
代
田
区
九
段

南
1

︱

2
︱

1
九
段
第
3

合
同
庁

舎
23
階
蕁
0
3
︱

6
2
3
8

︱

1

6
7
6
蕭
0
3

︱

6
2
3
8

︱

1

6
9
8

）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
onitor-kanto@

soum
u.go.jp

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ

耳
の
日
！
記
念
講
演
会

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県

地
方
部
会
で
は
「
耳
の
日
フ
ェ
ス

タ
、
耳
の
日
！
記
念
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
7

日（
日
）午
後
1

時
開
場

●
場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
8

階
「
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
」（
入
場

無
料
）

●
内
容

《
記
念
講
演
》

○
時
間

午
後
1

時
30
分
〜
3

時

・
「
補
聴
器
に
つ
い
て
」

山
梨
県
立
中
央
病
院
耳
鼻
咽
喉

科
医
長
黄
淳
一
先
生

・
「
き
こ
え
の
話
し
〜
な
お
る
？

な
お
な
ら
い
？
」

今
村
耳
鼻
咽
喉
科
め
ま
い
・
難

聴
ク
リ
ニ
ッ
ク
今
村
俊
一
先
生

《
相
談
会
》

○
時
間

午
後
3
時
〜
3
時
30
分

講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉
科
専

門
医
に
よ
る
、
講
演
内
容
な
ら

び
に
耳
鼻
咽
喉
科
の
病
気
、
補

聴
器
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

●
後
援

山
梨
県

●
問
い
合
わ
せ

日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会
事
務

局（
蕁
0
5
5
︱

2
7
3

︱

9
7

6
5
）

大
野
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

大
目
観
光
協
会
で
は
、
大
野
桜

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

大
野
貯
水
池
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
、
大
目
音
頭
等

の
催
し
物
や
、
焼
き
そ
ば
・
豚

汁
・
甘
酒
等
の
出
店
が
あ
り
ま

す
。
満
開
の
桜
の
下
で
1

日
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
4

月
4

日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3

時

●
場
所

大
野
貯
水
池
広
場

●
問
い
合
わ
せ

大
目
観
光
協
会

代
表
上
條（
蕁
66
︱

2
0
2
8
）
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スポーツジム　ヨガ　エアロビクス　ダイエット

加圧トレーニング
（週1回の加圧トレーニングで絶大な効果を発揮致します。）

〈山梨県内スポーツ施設初導入！〉

体験希望者募集中
まずは、お電話下さい。（予約制）

健康増進施設メディオ
大月市駒橋1−2−36

電話　0554−22−1350
http://www.hachisuka.or.jp/

市
民
プ
ー
ル
か
ら

お
知
ら
せ

《
市
民
プ
ー
ル
祭
り
を

開
催
し
ま
す
》

3
月
14
日（
日
）に
市
民
プ
ー
ル

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

施
設
利
用
料
、
プ
ー
ル
・
ス
タ

ジ
オ
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
す
べ
て

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ザ

ー
や
デ
イ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
場
券

等
の
当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

《
旧
回
数
券
の
有
効
期
限
は

3
月
31
日
ま
で
で
す
》

上
野
原
市
お
よ
び
上
野
原
町
発

行
の
旧
回
数
券
が
平
成
22
年
3

月

31
日
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な

17 広報うえのはら　平成22年3月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

●
主
催

文
化
庁
、
山
梨
県
、
山

梨
県
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
推

進
事
業
実
行
委
員
会
、
や
ま
な

し
日
仏
音
楽
交
流
実
行
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）山
梨
県

国
際
交
流
協
会（
蕁
0
5
5

︱

2

2
8

︱

5
4
1
9

）

卓
球
の
知
事
杯
争
奪
大
会
兼

山
梨
県
選
手
権
団
体
の
部
で

優
勝卓

球
の
第
55
回
知
事
杯
争
奪
大

会
兼
山
梨
県
選
手
権
団
体
の
部
が

1
月
9

日
、
甲
府
市
緑
が
丘
体
育

館
で
行
わ
れ
、
上
野
原
市
体
育
協

会
所
属
の
上
野
原
市
卓
球
連
盟
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

《
優
勝
》

・
女
子
団
体
戦（
硬
式
の
部
）

志
村
信
江
さ
ん
、
渋
谷
勝
美
さ

ん
、
秋
元
則
子
さ
ん
、
高
橋
久

美
子
さ
ん（
写
真
右
か
ら
）

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
プ
ー
ル

（
蕁
63
│

6
0
7
0

）

老
人
慰
安
芸
能
大
会
を

開
催
し
ま
す

上
野
原
市
文
化
協
会
芸
能
部
で

は
、
第
32
回
老
人
慰
安
芸
能
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

に
、
芸
能
部
員
の
芸
を
通
じ
て
一

日
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
、

今
年
度
も
計
画
し
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

4
月
4

日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
ご
ろ
ま
で

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

太
鼓
・
舞
踊
・
健
康
舞

踊
な
ど

●
そ
の
他

お
年
寄
り
（
150
名
分
）

に
は
、
お
弁
当
を
配
布
し
ま
す
。

●
後
援

上
野
原
市
、
上
野
原
市

教
育
委
員
会
、
上
野
原
市
社
会

福
祉
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ

芸
能
部
事
務
局

河
内（
蕁
63
︱

0
6
9
5

）

フ
レ
ン
チ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

上
高
吹
奏
楽
部
と
合
同
演
奏

フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「Sem
taZone

（
セ
ン
タ
ゾ
ン
）」
が

来
県
し
、
次
の
と
お
り
県
内
の
高

校
の
吹
奏
楽
部
・
ギ
タ
ー
部
と
コ

ラ
ボ
・
共
演
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

①
3
月
14
日（
日
）午
後
2
時
〜
4

時
・
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

崎
文
化
ホ
ー
ル（
韮
崎
市
）

・
共
演

山
梨
学
院
大
学
附
属
高

校
吹
奏
楽
部
・
県
立
北
杜
高
校

ギ
タ
ー
部

②
3
月
15
日（
月
）午
後
2
時
〜
4

時
・
場
所
　
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー

ル（
都
留
市
）

・
共
演
　
県
立
上
野
原
高
校
吹
奏

楽
部

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ

企画課政策推進担当（蕁62−3118）

第15回サイエンス・グランプリ（小学生・中学
生理科大賞）の中学生の部で、上野原西中学校の
岸里大輝さん（3年）の『ロケットで雲を目指す』
が、山梨県地区部門の最優秀賞である山梨県教育
委員会教育長賞（グランプリ）を受賞しました。
水と空気で飛ばす水ロケットを、より遠くまで

飛ばすにはどうすれば良いかを研究したこの作品
は、1都8県の地区部門の最優秀作品を集めたグラ
ンプリ部門でも4位にあたる東京電力グランプリ
賞を受賞しました。

サイエンス・グランプリ
最優秀賞受賞
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甲
東
地
区

和
智
大
河

た
い
が（

光
弘
）

巌
地
区

和
智
美
裕
花

み

ゆ

か
（
裕
也
）、
前
田
愛
桜

あ
い
ら

（
洋
輔
）

大
鶴
地
区

小
澤
明
未

あ

み（
哲
也
）

島
田
地
区

新
井
晴
大

は
る
ひ
ろ（

圭
司
）、
加
藤
紗
奈

す
ず
な（

剛
）

上
野
原
地
区

齋
藤
陽
元

よ
う
げ
ん（

大
敬
）、佐
藤
光こ

う（
正
文
）、

小
林
優
奈

ゆ
う
な

（
良
文
）、
和
田
愛
梨

あ
い
り

（
毅
）、
小
林
亮
太

り
ょ
う
た（

正
樹
）

秋
山
地
区

杉
本
匠し

ょ
う（

佳
正
）

甲
東
地
区

溝
呂
木
竜
雄
＝
下
池
真
由

上
野
原
地
区

水
越
昭
洋
＝
林
美
音

小
俣
佑
樹
＝
市
川
佳
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
︱

2
︱

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w

w
w

.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
関
す

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
犬
の

放
し
飼
い
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

散
歩
に
行
け
な
い
代
わ
り
に
放

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

・
近
所
で
は
、
犬
の
糞
尿
で
迷
惑

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

通
り
か
か
っ
た
人
に
飛
び
つ
く

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
散
歩
の
時
も
放
さ
な
い

自
分
の
そ
ば
に
居
る
か
ら
リ
ー

ド
が
な
く
て
も
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

・
野
放
し
の
恐
い
犬
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
万
が
一
の
時
に
リ
ー
ド
で

制
御
で
き
な
い
と
、
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

■
糞
尿
の
後
始
末
も
忘
れ
ず
に

周
囲
に
配
慮
を
欠
か
さ
ず
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
愛
犬
の
面
倒
を

見
ま
し
ょ
う
。
　

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

感
染
症
は
一
年
を
と
お
し
て
発

症
し
ま
す
。
飛
沫
感
染（
せ
き
、

く
し
ゃ
み
）、
接
触
感
染（
手
洗
い

の
不
十
分
な
ど
）に
よ
り
感
染
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ
る
感

染
性
胃
腸
炎
、
ま
た
、
麻
疹（
は

し
か
）な
ど
も
同
様
の
経
路
に
よ

り
感
染
し
ま
す
。

■
感
染
予
防
策

ど
の
感
染
症
も

「
手
洗
い
」「
う
が
い
」
が
基
本

で
す
。
外
出
し
帰
宅
し
た
ら
、

必
ず
う
が
い
と
石
け
ん
で
の
手

洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
感
染
性
胃
腸
炎
》
ふ
ん
便
、
嘔

吐
物
の
処
理
に
注
意
が
必
要
で

す
。
手
袋
・
マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
て
素
手
で
は
処
理
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
清

掃
や
食
器
類
の
消
毒
は
、
塩
素

系
漂
白
剤
を
使
い
、
部
屋
の
換

気
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
麻
疹（
は
し
か
）》
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
免
疫
を
得
る
こ
と
が

有
効
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

巌地区 小俣 柊菜
ひ な

ちゃん（5歳1か月）

怜桜
れ お

くん（1歳0か月）
和弘さん清美さんの長女・長男

“ずっと仲良く笑顔でね”

上野原地区 奈良 優夢
ゆ う ゆ

ちゃん（5歳1か月）

晄希
こ う き

くん（2歳7か月）
清人さんみどりさんの長女・長男

“わが家の夢と光です！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

婚

姻
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大
目
地
区

富
田
ふ
さ
子（
一
雄
）、
上
條
實
藏

（
繁
）

甲
東
地
区

大
庭
浩
一（
邦
雄
）、
市
川
榮
江

（
正
人
）、
和
智
末
子（
利
一
）、
守
屋

せ
き
子（
正
光
）

島
田
地
区

井
上
タ
ツ
子（
晃
）、
小
俣
サ
ダ

（
博
義
）、
河
内
静（
里
江
）

上
野
原
地
区

志
村
團
治（
大
窪
三
奈
）、
岩
坡
文
雄

（
民
江
）、
網
野
貞
子（
昭
一
）、
横
瀬

ナ
ヲ（
要
三
）、
山
口
實（
義
埃
）、

小
澤
文
江（
政
彰
）、
富
田
き
み
江

（
勉
）、
麦
島
光
江（
喜
之
）、
大
槻

正
枝（
健
）、
桑
原
昭
三（
征
人
）、

水
越
　
　
子（
章
）

棡
原
地
区

闍
橋
照
子（
茂
）、
加
茂
進（
主
宣
）、

田
邉
ツ
ヤ（
治
正
）、
加
藤
玉
得

（
賢
一
）、
山
口
薫（
清
）

西
原
地
区

宇
津
木
美
代
子（
誠
）、
長
田
美
代
子

（
古
家
要
）

秋
山
地
区

佐
藤
延
子（
隆
通
）

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

『
の
は
ら
で

い
た
だ
き
ま
す
』
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
20
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
ゆ
び
』

三
浦
哲
郎
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
21
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

新
社

◆
『
ブ
ル
ー
』

久
美
沙
織
／
作
　
理
論
社

絵

本

○
『
チ
リ
と
チ
リ
リ

ゆ
き
の
ひ
の
お
は
な
し
』

ど
い
か
や
／
作
　
ア
リ
ス
館

○
『
お
に
ご
っ
こ
だ
い
す
き
』

村
上
康
成
／
絵
　
今
江
祥
智
／

文
　
文
研
出
版

○
『
ご
う
た
、
１
年
生
で
し
ょ
』

お
お
し
ま
り
え
／
絵
　
す
と
う

あ
さ
え
／
文
　
文
研
出
版

○
『
ワ
ン
ガ
リ
の
平
和
の
木
』

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
／

作
　
福
本
友
美
子
／
訳
　
Ｂ
Ｌ

出
版

○
『
ふ
し
ぎ
な
ガ
ー
デ
ン
』

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
作

千
葉
茂
樹
／
訳
　
ブ
ロ
ン
ズ
新

社『
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
』

◎
日
時
　
3
月
6
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時

『
ゆ
う
か
ん
な
ア
イ
リ
ー
ン
』

◎
日
時
　
3
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

33
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

7 8 9 10 11 12

28

13
14 15 16 17 18 19 20

2321 22 24 25 26 27

651 2 3 4

29 30 31

一

般

書

◇
『
回
廊
の
陰
翳
』

広
川
純
／
著
　
文
藝
春
秋

琵
琶
湖
疏
水
・
墨
染
発
電
所

に
浮
か
ん
だ
死
体
。
親
友
の
死

の
謎
を
追
う
若
き
僧
侶
、
そ
し

て
警
察
に
は
国
宝
級
の
仏
像
の

不
正
売
却
を
告
発
す
る
タ
レ
コ

ミ
が
…
。

◇
『
ご
っ
つ
い
奴
』

江
上
剛
／
著
　
講
談
社

ち
っ
ぽ
け
な
定
食
屋
の
手
伝

い
の
か
た
わ
ら
、
ヤ
ミ
商
品
を

売
っ
て
糊
口
を
し
の
い
だ
男

が
、
大
阪
を
地
盤
に
大
外
食
チ

ェ
ー
ン
を
築
き
あ
げ
よ
う
と
し

て
い
た
…
。

◇
『
小
説
　
新
井
白
石
』

童
門
冬
二
／
著
　
河
出
書
房
新

社
元
禄
時
代
の
経
済
崩
壊
を
立

て
直
す
べ
く
、
貨
幣
の
正
常
化

政
策
な
ど
「
正
徳
の
治
」
と
呼

ば
れ
る
徳
川
幕
府
最
初
の
政

死

亡

治
・
財
政
改
革
を
ま
っ
す
ぐ
に

断
行
し
た
儒
者
政
治
家
・
新
井

白
石
の
苦
心
と
決
意
の
生
涯
を

描
く
。

◇
『
カ
ル
テ
ッ
ト
』

鬼
塚
忠
／
著
　
河
出
書
房
新
社

父
親
・
直
樹
の
リ
ス
ト
ラ
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
い
く
永
江
家
。
長
男

の
開
は
家
族
の
絆
を
取
り
戻
そ

う
と
、
家
族
四
人
の
演
奏
会
を

開
こ
う
と
提
案
す
る
。

◇
『
最
終
定
理
』

ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
／
ク
ラ
ー
ク

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ポ
ー
ル
／
著

早
川
書
房

世
界
中
の
数
学
者
を
魅
了
し

て
き
た
フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終
定

理
の
簡
潔
な
証
明
に
挑
む
大
学

生
ラ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
。

児

童

書

◆
『
ゆ
う
れ
い
パ
テ
ィ
シ
エ
事
件
』

斉
藤
洋
／
作
　
か
た
お
か
ま
な

み
　
あ
か
ね
書
房

◆
『
バ
ン
パ
イ
ヤ
・
ガ
ー
ル
ズ
』

シ
ー
ナ
・
マ
ー
サ
ー
／
作
　
田

中
亜
希
子
／
訳
　
理
論
社

◆
『
デ
イ
ジ
ー
の

こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ま
い
に
ち
』

ケ
ス
・
グ
レ
イ
／
作
　
吉
上
恭

太
／
訳
　
小
峰
書
店

◆
『「
占
い
脳
」
で

か
し
こ
く
生
き
る
』

鏡
リ
ュ
ウ
ジ
／
著
　
河
出
書
房

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
親
子
文
芸
講
座
☆
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広
報

電
話

：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

ttp
://w

w
w

.city.u
en

o
h

ara.yam
an

ash
i.jp

E
-m

ail：
kikaku

@
city.u

en
o

h
ara.lg

.jp

2月3日、秋山地区原で節分の行事『豆もらい』が
行われました。秋山地区の一部で古くから行われてい
る行事で、以前は節分に自宅で煎った豆を訪れた子ど
もに配っていましたが、現在では「豆」が「お菓子」
に形を変えつつ、その行事が守られています。

第5回上野原市駅伝競走大会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

1月17日、毎年恒例の上野原市駅伝競走大会が盛大に開催され、一般
その他の部に58チーム、小学男子・女子の部に30チームが参加し、計
88チームの選手が新春の上野原市内を駆け抜け、健脚を競いました。

小学男子・女子の部では、スタート・ゴール地点の旧上野原中学校グ
ランウドに多くの保護者や関係者が集まり、大きな声援をおくっていまし
た。選手たちはその声援に応え、1秒でも早くタスキをつなげようと懸命
に走り抜きました。（各部門の主な結果は7ページに掲載しています。）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●27,074人 （−23）
男  ●13,531人 （−  5）
女  ●13,543人 （−18）

世帯●10,003世帯 （＋  3）
平成22年2月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯

●節分の行事「豆もらい」
1月27日、四方津小学校で平成23年に適正配置を

行う大目・甲東・四方津・沢松小学校に関する教育委
員会方針の決定報告会が行われました。新しい学校名
は「上野原西小学校」となり、校歌・校章は各検討委員
会で今後決定していくことなどが報告されました。

●小学校Ａグループの決定報告会

市消防本部・市教育委員会では、1月25日、市内
の文化財を巡視しました。これは1月26日の文化財
防火デーに合わせ行われたもので、今回は大目・巌地
区にある文化財の保管状態の確認や、文化財付近の火
の元や水利状況の調査などが行われました。

●文化財防火デー
2月16日、西原地区扁盃の一部に伝わる「山の神」

と呼ばれる行事が行われました。これは明治時代から
続く行事で、以前は林業が盛んだったため作業者の山
での安全や地域の五穀豊穣を祈願して行われてきまし
た。現在もその行事が絶えることなく続いています。

●西原地区扁盃の「山の神」行事
編

集
・

発
行

：
上

野
原

市
役

所
山

梨
県

上
野

原
市

上
野

原
3832番

地
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